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１面　千葉市 PTA 連絡協議会　創立 70 周年記念式典
　　　記念講演の概要　教育評論家　親野　智可等氏
２面　第 54 回日本 PTA 関東ブロック研究大会 山梨大会開催
　　　第 70 回日本 PTA 全国研究大会山形大会開催
　　　第 77 回指定都市情報交換会さいたま市大会開催
　　　知ろう！話そう！PTA！2022
３面　令和５年新年情報交換会
４面　第 43 回市 P 連バレーボール大会
５面　区 P 連この 1 年を振り返って
６面　各学校の PTA 活動を応援しています
　　　令和 4 年度表彰　おめでとうございます
　　　神谷市長へ教育予算拡充を要望
　　　　　～子どもたちの豊かな未来のために～
　　　編集後記
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令
和
４
年
10
月
19
日
（
水
）　

千
葉
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
千

葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
創
立
70

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
創
立
70
周
年
の
た

め
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
研
究
大

会
に
か
わ
り
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
入
場
の
際
の
消
毒
・
マ
ス
ク

着
用
・
座
席
を
ひ
と
つ
以
上
開
け

て
着
席
な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
「
荒
川
知
子
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
様
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
知
子
さ
ん
の
リ
コ
ー

ダ
ー
・
お
父
様
の
フ
ル
ー
ト
・
お

母
様
の
ピ
ア
ノ
と
三
者
一
体
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
を
短
い
時
間
で
し

た
が
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
リ
コ
ー
ダ
ー
で
は
難
し
い
高

音
パ
ー
ト
が
と
て
も
き
れ
い
で
心

に
響
き
ま
し
た
。
最
後
は
会
場
全

体
で
手
拍
子
を
し
な
が
ら
演
奏
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
国
歌
及
び
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
歌
の
清
聴
の
あ
と
に
主
催

者
の
三
谷
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
挨
拶
の
冒
頭
で
は
「
市

Ｐ
連
が
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
、
区
Ｐ
連
お
よ
び
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
な
に
よ
り
今

ま
で
活
動
に
心
血
を
注
い
で
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
方
の
尽
力
の
積
み
重

ね
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。」
と

の
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
現
在
、
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
お
い
て
ウ
ェ
ブ
で
の
役
員
会

や
理
事
会
等
な
ど
の
開
催
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
お
け
る
情
報
交
換
が
根
付
い

た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
き
っ
か

け
で
す
が
、
負
担
の
少
な
い
新
し

い
形
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
変
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代

の
節
目
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

市
Ｐ
連
と
し
て
も
そ
の
変
化
に
目

を
向
け
た
改
革
が
不
可
欠
で
す
。」

と
語
り
ま
し
た
。「
そ
の
改
革
の

一
歩
と
し
て
、
各
種
事
業
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
た
め
の
動
画

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
市
Ｐ

連
と
し
て
近
年
行
っ
て
き
て
お

り
、
そ
れ
と
同
時
に
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

子
ど
も
た
ち
の
応
援
団
』
と
い
う

市
Ｐ
連
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
原
点
に

戻
り
、
子
ど
も
た
ち
の
為
に
今
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
、
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
そ
の
会
員
ひ
と
り
ひ
と

り
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、
市

Ｐ
連
の
進
む
べ
き
道
を
見
定
め
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
の
強
い
決

意
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
続

い
て
、
千
葉
市
長
の
神
谷
俊
一
様

を
は
じ
め
来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

60
周
年
以
降
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

記念講演の概要

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
　
　

創
立
70
周
年
記
念
式
典

記
念
講
演
は
親
野
智
可
等
氏
に

よ
る
、「
親
力
で
決
ま
る
子
ど
も

の
将
来　

子
ど
も
を
伸
ば
す
親
力

と
は
？　

～『
叱
ら
な
い
し
つ
け
』

と
『
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
の
人

間
力
と
学
力
を
伸
ば
す
に
は
』
～

を
テ
ー
マ
と
し
た
お
話
で
し
た
。

親
が
子
ど
も
と
ど
う
接
す
る
か
に

よ
っ
て
子
ど
も
の
育
ち
方
・
考
え

方
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

教育評論家　親野　智可等氏

●親はわが子へ愛情たくさん持っているが、愛情が空回り
　親は、わが子に対して愛情を持っているが、それが空回りしている人
が大多数である。
　親は子どもに対して「こうなって欲しい」「こういうことが出来るよ
うになって欲しい」などの願い（欲）があり、その欲のために、子ども
にして欲しくない事が目につき、否定的に叱る事が多くなってしまう。
この否定的な言葉が子どもに対して与える影響はものすごく大きい。

●親の否定的な言葉が子どもに与える影響
①自分に自信が持てなくなる
　・自己否定感が強い。→自己イメージが悪くなる。
　・自己肯定感があるかないか→生まれつきの場合もあるが、親や先生からの

言葉が大事
②親に愛されていないのではないかという　愛情不足感
　否定的な言葉ばかり言われていると、親に愛されているかどうか疑
問に思ってしまう。
　親に自分が大切にされているか確認したくて、色々と親に対して確
認行動（良からぬこと）をしてしまう。
　⇒親子関係が崩壊してしまう。親子関係の不信から人間不信になる。

それを回避するために、工夫で乗り越える。

●どのような工夫が親には必要なのか？
①方法の工夫　
　合理的でやりやすい方法を子どもに提示する。　
　１. 次にやることを見える化する。　２．一週間続ける。
　３. できたらほめる。
　叱らなくても良い方法で工夫する
※「模擬時計」「おしたくボード」⇒検索してみてください。
②言葉の工夫→・否定的な要素を入れない、相手を咎めない
　～するといいよ。　～してくれるとうれしいな。
　→言語化してほめる。　部分に注目して、たくさんほめる。
　・共感を大事にする。　気持ちを処理してあげる。　

●工夫しても変わらないこともある
　では、どうして子どもは変わらないのか？子どものうちなら治るは迷信。

①自己改造へのモチベーションがない
　子どもは、将来のことを何も考えていない。「今」を一生懸命、だ
からかわいい。
②生まれつきの資質・だらしなく産まれた（クリエーティブ能力が高い
人が多い）

　子どもがサボってるわけではない。親のしつけが悪いわけではない。

●では、なぜ工夫するのか？
　自分のために工夫してくれる親を大好きになり、工夫することは大事
だとわかる。
　何かうまくいかない時は、工夫して乗り越えていく事が大事だと学
ぶ。工夫せず叱ってばかりいれば、何かうまくいかないときは、なにか
正当な理由があれば相手を咎めていいと学び、否定の暴力的な言葉と行
動をすぐに真似てしまうので特に注意が必要。
　なので、叱るのは極力避け、合理的な工夫をする。うまくいかないと
きは、あきらめて、手伝う・やってあげる。そうすることで、親も子ど
も気持ちが安らかになる。自己肯定感も高まる。（子どもを 1人の人間
としてリスペクトして、叱らない）
・子どものうちに直すのは難しい。大人になってからできる。できない
ことはやってあげる。

・親子関係と自己肯定感が大事。しつけや勉強を最優先してはいけない。
・地頭を良くする。子どもの人生、子どもの好きな事をさせる⇒頭の性
能を上げる

●これらを基に最後に「ゲームについて」
　子どもにとって楽しい、大事なもの。しかし、親が理解してくれない。
そうすると子どもは孤独な状態になる。（アルコール依存と同じ状態）
良くない。どうしたらよいか？
　まず、①ゲームを通して親子で歩み寄る・共感的に　②小出しに心配
なことを相手に伝える。③共感的・民主的な対話でルールを作る。決まっ
たことは、明文化する。子どもをリスペクトしながら。
　この共感的・民主的な対話は、将来子どもに難しい課題が出てきても親は一緒
に考えてくれるという、子どもの財産・宝になる。

～Twitter や Instagramも是非ご覧ください。

　親野さんは著名な教育評論家で、公立小学校の教員を退職後、その経験を生かして全国の学校関係者や保護者を対
象に教育講演会を行っています。今回の講演では、親が子どもとどのように関わっていくと親子関係が良くなり、子
どもが自己肯定感を持ち成長していくことが出来るかという「親力」の大切さについてお話してくれました。
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令
和
4
年
10
月
15
日
（
土
）

～
16
日
（
日
）、
山
梨
県
に
お

い
て
第
54
回
日
本
P
T
A
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
山
梨

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
0
人
規
模
で
の
大
会

は
4
年
ぶ
り
と
な
り
、

「
み
ん
な
で
生
き
る 

み
ん
な

で
育
つ 

～
こ
の
甲
斐
（
会
）
か

ら
発
信 

子
ど
も
と
大
人 

共
に

歩
み 

共
に
考
え 

共
に
創
る
～
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

初
日
は
分
科
会
が
7
会
場（
南

ア
ル
プ
ス
市
、
甲
州
市
、
甲
府

市
、
富
士
吉
田
市
、
市
川
三
郷

町
、
都
留
市
、
北
杜
市
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
に
所
属
す
る
P
T
A
協
議

会
の
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
つ
い
て
の
発
表
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

千
葉
市
P
T
A
連
絡
協
議

会
は
、
第
3
分
科
会
に
お
い

て
、
特
別
委
員
会
の
三
谷
会

長
、
杉
本
さ
ん
、
泉
さ
ん
の

3
名
が
「
P
T
A
紹
介
動
画

作
成
」
な
ど
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

成
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

提
案
し
ま
し
た
。

P
T
A
紹
介
動
画
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
苦
労
し
た
点
や

工
夫
し
た
こ
と
、
反
響
と
い
う

3
点
を
中
心
に
説
明
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
役
員
用
ハ
ン
ド

B
O
O
K
の
作
成
で
は
、
上

記
紹
介
動
画
と
共
に
加
入
校

に
配
布
さ
れ
た
役
員
用
の
小

冊
子
の
紹
介
、
作
成
の
経
緯
や

使
い
方
な
ど
の
説
明
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
F
A
Q
動
画
で
は
、

P
T
A
の
み
な
さ
ん
が
実
際

に
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
選
び
出
し
た
こ
と
、
作
成

に
あ
た
り
気
を
つ
け
た
こ
と

や
工
夫
し
た
こ
と
、
今
後
の
展

開
と
い
う
3

点
を
中
心
に
説

明
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

発
表
後
に
は

聞
い
て
い
た

方
々
か
ら
の
多

く
の
質
問
も
あ

り
、
千
葉
市

P
T
A
連
絡

協
議
会
の
取
組

み
に
対
し
て
、

全
国
か
ら
の
注

目
も
更
に
高
く

な
っ
た
と
実
感

で
き
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
で
あ

り
、山
梨
大
使
、

J
リ
ー
グ
所

属
の
地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
後

援
会
長
も
務
め
る
神
部
冬
馬

氏
が
、
ご
自
身
が
P
T
A
役

員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
そ

の
経
験
を
、
歌
と
共
に
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
講
演
テ
ー

マ
で
あ
る
「
歌
は
世
代
を
超
え

た
共
通
言
語
」
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
分
科

会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
2
日
目
は
河
口
湖
ス

テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
て
全
体
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式

で
は
演
舞
団
体
「
甲
斐
◇
風
林

火
山
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
甲
斐

の
国
に
ち
な
ん
だ
素
晴
ら
し
い

演
舞
が
披
露
さ
れ
、
記
念
講
演

で
は
2
0
1
5
年
に
ノ
ー
ベ

ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
さ

れ
た
大
村
智
博
士
の
【
私
の
科

学
と
社
会
貢
献
】
を
テ
ー
マ
と

し
た
、
科
学
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
貴
重
な
お
話
し
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
け
る
様
々
な
活
動
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
強
い
想
い
を
感
じ
ら

れ
る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
千
葉

市
P
T
A
連
絡
協
議
会
と
し

て
、
主
催
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

P
T
A
協
議
会
お
よ
び
主
管

の
山
梨
県
P
T
A
協
議
会
メ

ン
バ
ー
の
情
熱
や
細
か
い
心

遣
い
に
感
銘
を
受
け
、
今
後
の

活
動
の
見
本
と
し
て
活
か
し

て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

当
日
の
様
子
は
期
間
限
定

で
は
あ
り
ま
す
が
、
千
葉
市

P
T
A
連
絡
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会
山
梨
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、

P
T
A
活
動
に
活
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第 54回

日
本
P
T
A
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会
　
山
梨
大
会
開
催

第 70回

日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会

山
形
大
会
開
催

第 77回

指
定
都
市
情
報
交
換
会

さ
い
た
ま
市
大
会
開
催

千
葉
市
中
央
区
の
千
葉
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
令

和
4
年
6
月
17
日
（
金
）
～

18
日
（
土
）
の
2
日
間
に

わ
た
り
、「
知
ろ
う
!
話
そ

う
!
P
T
A
!
2
0
2
2
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
2
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
、
令

和
3
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
っ
た
た
め
、
対
面
で
の
開
催

は
3
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
千
葉
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
大
井
所
長
、
千
葉

市
P
T
A
連
絡
協
議
会
の
三

谷
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
参
加

者
は
各
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ど
の
よ
う
な

P
T
A
活
動
を
し
て
い
る
の

か
、
②
単
P
へ
の
加
入
申
し

込
み
は
ど
う
し
て
い
る
か
、
未

加
入
者
へ
の
対
応
は
ど
う
し
て

い
る
か
、
③
単
P
の
組
織
や

活
動
の
見
直
し
は
し
て
い
る
の

か
、
の
3
点
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
P
T
A

活
動
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る

方
が
多
く
な
る
な
か
、
他
校
で

の
取
組
み
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
い
う
こ
と
で
、
参
加
人
数
は

延
べ
66
名
、
参
加
学
校
数
は
26

校
と
、
関
心
の
高
い
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

P
T
A
が
加
入
す
る
市
P
連

の
良
さ
が
活
か
せ
る
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。

知
ろ
う
！
話
そ
う
！

P
T
A
！
2
0
2
2

第
70
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
山
形
大
会
が
山
形
市
を

中
心
に
山
形
県
内
各
地
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
人

と
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
を
体
験

し
よ
う
！　
～
あ
が

ら
っ
し
ゃ
い
精
神
の
山

形
か
ら
～
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
３
年
ぶ
り
と
な

る
対
面
で
の
全
国
大

会
。
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
な
状
況
の
中
、「
人

と
ひ
と
と
の
つ
な
が

り
」
を
大
切
に
し
て
、

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

千
葉
市
Ｐ
連
か
ら
は
三
谷
会

長
他
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
特
別
第
２
分
科
会

「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成

第
77
回
指
定
都
市
情
報
交
換

会
さ
い
た
ま
市
大
会
が
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
考
え

よ
う
！　

～
す
べ
て
は
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

千
葉
市
Ｐ
連
か
ら

は
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
、
第
１
分

科
会　

組
織・運
営「
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
任
意
加
入
に
つ

い
て
」、
第
２
分
科
会　

地
域
連
携
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」、
第
３
分
科

会　

成
人
教
育
活
動
「
教
員
の

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
」、
第

４
分
科
会　

広
報
・
情
報
活
動　

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と

い
っ
た
分
科
会
が
あ
り
、
私
は

に
お
け
る
学
校
教
育
と
家
庭
の

役
割
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
２
日
目
は
全
体
会
記
念
講
演・

記
念
演
奏
会
。
指
揮
者 

飯
森
範

親
氏
に
よ
る
「
一
本
の
タ
ク
ト

は
、
人
の
こ
こ
ろ
を

豊
か
に
幸
せ
に
す
る

ア
イ
テ
ム
」
と
題
し

て
の
講
演
。
そ
し
て
、

山
形
交
響
楽
団
の
演

奏
が
あ
り
、
会
場
の

一
体
感
を
高
め
る
音

楽
の
力
に
感
動
し
、

人
と
ひ
と
と
の
つ
な

が
り
を
体
験
で
き
る

素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
副
会
長 

江
波
戸
正
子
）

第
３
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

多
忙
を
極
め
る
先
生
方
の
働

き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、

学
校
・
先
生
方
と
の
つ
な
が
り

の
問
題
点
や
保
護
者
の
意
識
改

革
の
必
要
性
な
ど
積

極
的
に
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
元
日
本
代

表
の
潮
田
玲
子
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
生
い

立
ち
か
ら
選
手
時
代

の
経
験
を
踏
ま
え
た

「
挫
折
か
ら
の
立
ち
直
り
方
」

や
「
お
母
様
が
し
て
く
れ
た

こ
と
」
な
ど
お
聞
き
し
、
子

育
て
に
通
じ
る
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。

（
副
会
長 

江
波
戸
正
子
）
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令
和
５
年
新
年
情
報
交
換
会
は
、
令

和
５
年
１
月
28
日
（
土
）
東
京
ベ
イ
幕

張
ホ
ー
ル
に
て
、
千
葉
市
長
の
神
谷
俊

一
様
、
千
葉
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

磯
野
和
美
様
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、

総
勢
170
余
名
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
懇
親

会
は
取
り
や
め
と
な
り
、
そ
の
代
わ
り

に
特
別
講
演
会
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
際
し
て
千
葉
市
P
T
A
連

絡
協
議
会
の
三
谷
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
「
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催
が
で

き
て
大
変
う
れ
し
い
。
戻
り
つ
つ
あ
る

日
常
の
中
で
、
P
T
A
活
動
を
時
代
に

沿
っ
た
形
に
変
革
し
、
子
ど
も
た
ち
の

今
と
未
来
を
見
据
え
て
、
大
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
強
い
危
機
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
初
に
、
お
招
き
し
た
講
師
に
よ
る

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
：
N
P
O
法
人

　
千
葉
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長　
杉
本　
景
子
氏

演
題
：
H
S
C

 　

理
解
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
る～5

人
に
1
人
は
H
S
C
（
思
慮

深
く
刺
激
に
敏
感
な
子
ど
も
）
～

講
演
で
は
、
H
S
C
の
特
性
や
、

H
S
C
が
日
常
生
活
と
学
校
生
活
で
感

じ
る
こ
と
、
そ
し
て
安
心
し
て
、
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
成
長
す
る
た
め
に
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

H
S
C
と
は
な
に
か
？

Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者

エ
レ
イ
ン
Ｎ
ア
ー
ロ
ン
博

士
が
１
９
９
６
年
に
提
唱

し
た
概
念
で
、
障
害
で

は
な
く
性
格
の
基
礎
と

な
る
先
天
的
な
気
質
で

す
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
全
般
の
人

（Person

）
を
指
す
場
合
、

Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
子
ど
も
（Child

）

を
指
す
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ

用
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ

ず
人
口
の
15
～
20
％
存
在

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛

な
子
ど
も
た
ち
が
い
る
一

方
で
、
５
人
に
１
人
は
、

控
え
め
で
思
慮
深
い
子
ど

も
た
ち
が
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

H
S
C
の
特
徴
と
し
て
四
つ
の
判

断
軸
が
あ
り
ま
す
。
全
て
当
て
は
ま
り

ま
す
か
？

□
深
く
処
理
す
る

・
思
慮
深
い

・
浅
い
話
に
は
興
味
が
わ
か
な
い

・
調
べ
て
か
ら
提
案
す
る

・
根
拠
を
も
っ
て
言
動
す
る

・
他
人
へ
の
影
響
を
気
に
す
る

・
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
す
る

・「
ま
あ
い
い
か
」
は
苦
手

・
大
人
び
て
い
る

・
モ
ラ
ル
を
内
面
化
し
て
い
る

・
常
に
考
え
事
を
し
て
い
る

・
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

□
過
剰
に
刺
激
を
受
け
や
す
い

・
光
　
音
　
に
お
い
　
味
　
触
感
　
暑

さ
　
寒
さ
　
空
腹
　
の
ど
の
渇
き
　

痛
み
　
気
圧
　
に
敏
感

・
気
に
な
る
刺
激
の
例
　
す
き
ま
風
　

バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
音
量
　
貧

乏
ゆ
す
り

・
苦
手
な
刺
激
　
花
火
の
音
　
た
ば
こ

の
煙
　
残
酷
な
ニ
ュ
ー
ス
　
暴
力
的

な
番
組
　
い
さ
か
い
　
叱
責

□
全
体
的
に
感
情
の
反
応
が
強
く
、

特
に
共
感
力
が
高
い

・
怒
ら
れ
て
い
る
人
を
見
る
の
が
つ
ら

い
・
誰
か
が
困
っ
て
い
な
い
か
心
配

・
喜
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
と
て
も
嬉

し
い

・
弱
い
立
場
の
人
に
特
に
優
し
い

・
泣
い
て
い
る
人
を
見
る
と
泣
い
て
し

ま
う

・
い
い
話
に
と
て
も
感
動
す
る

□
さ
さ
い
な
刺
激
を
察
知
す
る

・
物
の
配
置
の
変
化

・
地
震
の
前
触
れ

・
不
穏
な
空
気

・
人
の
体
調
や
気
持
ち
の
変
化

・
カ
フ
ェ
イ
ン
や
薬

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
人

H
S
C
は
と
て
も
思
慮
深
く
控
え

目
で
、
人
の
気
持
ち
に
敏
感
で
す
。
ま

た
穏
や
か
で
モ
ラ
ル
が
保
た
れ
て
い
る

環
境
を
求
め
ま
す
。
学
校
で
は
、
外
向

的
・
活
動
的
で
堂
々
と
大
き
な
声
で
意

見
を
言
え
る
子
ど
も
が
評
価
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
H
S
C
は
積
極
性
が
な
い

よ
う
に
見
え
て
も
、
思
慮
深
く
控
え
め

に
協
調
性
や
共
感
性
を
発
揮
し
て
ク
ラ

ス
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
す
。
動
物
の

世
界
に
も
同
じ
割
合
で
H
S
C
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
の
証
明
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
H
S
C

を
「
変
え
る
」
の
で
は
な
く
、
よ
い
点

を
「
伸
ば
す
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
が
よ
り
一
層
理

解
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
、
発
揮
さ
れ
る
環

境
が
あ
れ
ば
、
H
S
C
は
社
会
の
幸
福

に
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

 

支
え
方
の
ヒ
ン
ト

①
失
敗
し
て
学
ば
せ
る
よ
り
多
く
準
備

さ
せ
て
成
功
さ
せ
る

②
緊
張
感
を
与
え
る
の
で
は
な
く
緊
張

を
和
ら
げ
る

③
思
い
や
り
に
溢
れ
た
安
全
な
環
境
で

育
て
る

お
互
い
を
認
め
合
い
、
刺
激
に
敏
感

な
子
ど
も
た
ち
が
消
極
的
と
か
心
配
性

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
な

く
素
晴
ら
し
い
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
支
え
方
を
心
得
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

参
加
者
の
声
か
ら

こ
の
講
演
で
初
め
て
H
S
C
の
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
生
ま
れ

持
っ
た
気
質
で
あ
り
、
何
も
特
別
な
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
だ
か
ら
私

た
ち
が
理
解
し
共
感
し
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
な
の
だ
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
先
生
の
「
理
解
さ
れ
る
喜
び
と
理

解
す
る
喜
び
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も

理
解
す
る
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

娘
も
、
そ
し
て
自
分
自
身
も
H
S
C

か
な
と
思
い
当
た
る
部
分
が
あ
り
、
涙

が
出
そ
う
で
し
た
。
も
っ
と
早
く
お
聞

き
し
た
か
っ
た
で
す
。
親
も
教
師
と
協

力
し
て
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
心
優
し
い

子
ど
も
た
ち
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
苦
し

む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
本
氏
と
神
谷
市
長
、
千

葉
市
養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
久
保

木
修
氏
に
よ
り
「
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
に
向
か
っ
て
『
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
』」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
ス

ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
で
は
、
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自

分
が
ど
ん
な
子
ど
も
だ
っ
た
か
、
ど
ん

な
思
い
を
抱
え
、
経
験
を
し
て
育
っ
た

か
を
楽
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

久
保
木
修
氏

特
別
学
級
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
文
科
省
の
報
告
に
よ
る
と
現

在
児
童
の
8・8
％
が
何
ら
か
の
発
達

障
害
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
H
S
C

が
15
％
か
ら
20
％
い
る
、
さ
ら
に
身
体

や
家
庭
の
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
、
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
画

一
的
教
育
は
も
う
通
用
し
な
い
。
ま
ず

個
別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
、
そ
こ
に

多
様
性
を
融
合
す
る
よ
う
な
共
同
的
学

び
を
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

神
谷
市
長

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
残
念
な

が
ら
、
今
は
個
別
最
適
な
学
び
を
実
現

す
る
に
は
教
師
が
忙
し
す
ぎ
る
。
ま
た

教
育
に
関
わ
る
志
を
持
っ
た
人
材
が
集

ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
過
去
は
20

倍
近
く
あ
っ
た
教
員
試
験
の
倍
率
が
今

は
２
倍
ほ
ど
し
か
な
い
。
そ
の
現
状
に

対
応
す
べ
く
、
市
政
で
は
予
算
を
組
ん

で
、
教
師
を
I
T
C
や
専
門
教
科
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
意
見
を

自
由
に
表
明
し
つ
つ
共
通
の
考
え
を
ま

と
め
て
い
く
、
そ
ん
な
教
育

環
境
の
整
備
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

杉
本
景
子
氏

子
ど
も
た
ち
は
先
生
の

こ
と
を
と
て
も
よ
く
観
察

し
て
い
る
の
で
、
先
生
自

身
が
心
に
ゆ
と
り
を
持
て
る

環
境
が
大
切
。
ま
た
子
ど
も

た
ち
は
「
助
け
て
」
と
言
い
づ
ら
い
か

ら
、
親
や
先
生
が
「
助
け
て
」
と
言
っ

て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
。
そ
の
た
め
に
は
行
政
と
教
育
現
場
、

P
T
A
や
地
域
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
非
常
に
大

き
な
問
題
だ
が
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
な

く
て
も
、
と
に
か
く
み
ん
な
で
話
し
合

う
こ
と
を
や
め
て
は
い
け
な
い
、
あ
き

ら
め
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

特
別
講
話
は
同
時
配

信
さ
れ
ま
し
た
。
見
逃
さ

れ
た
方
は
是
非
こ
ち
ら
か

ら
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

こ
こ
3
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

通
常
通
り
の
P
T
A
活
動
は
困
難
で

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
P
T
A
活
動

の
在
り
方
を
見
直
す
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
S
N
S
を
活
用
し
て
よ
り
効
率
的

に
活
動
し
よ
う
と
い
う
動
き
、
様
々
な

制
限
が
あ
る
な
か
で
も
、
子
ど
も
た
ち

に
役
立
つ
活
動
を
少
し
で
も
実
施
し
よ

う
と
い
う
動
き
。
単
位
P
T
A
で
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
活
動
を
継
続
し
て

き
た
の
か
を
報
告
し
、
さ
ら
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、《
こ

れ
か
ら
の
P
T
A
活
動
が
進
む
方
向
》

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
17
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
P
T
A
活
動
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

学
校
と
し
て
は
、
P
T
A
が
先
手

を
打
っ
て
予
算
を
組
み
、
バ
ス
の
増

便
、
温
度
計
や
消
毒
液
の
購
入
な
ど
を

手
配
し
て
く
れ
た
の
で
大
変
助
か
っ

た
。
P
T
A
と
し
て
は
、
連
絡
ツ
ー

ル
と
し
て
Z
o
o
m
や
L
i
n
e 

w
o
r
k
s
な
ど
の
活
用
が
進
み
、
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。
ま

た
、
バ
ザ
ー
部
、
広
報
部
、
総
務
部
な

ど
の
部
門
分
け
を
な
く
し
、
必
要
な
作

業
は
で
き
る
人
で
臨
機
応
変
に
担
当
す

る
、
と
い
う
形
に
切
り
変
え
た
こ
と
で

組
織
が
良
く
機
能
し
た
、
と
い
う
事
例

も
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
P
T
A
活
動
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
。

こ
れ
ま
で
は
単
に
前
年
の
活
動
を
引

継
い
で
い
た
。
ま
た
活
動
は
足
し
算
的

に
増
え
て
い
た
。
今
回
活
動
が
3
年

止
ま
っ
た
こ
と
で
、
引
継
ぎ
が
な
く
経

験
者
不
在
に
な
っ
た
活
動
も
あ
る
。
児

童
数
の
減
少
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
親
が
仕

事
持
ち
、
先
生
た
ち
に
も
余
裕
が
な
い
、

と
い
う
現
状
も
あ
る
な
か
で
、
活
動

を
縮
小
、
簡
素
化
し
つ
つ
も
同
様
の
効

果
を
あ
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
改
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
例
え
ば
、
学
校
行
事
の
サ
ポ
ー
ト
を

主
に
活
動
す
る
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
独
自
に
主
催
す
る
こ
と
は
や

め
、
そ
の
代
り
に
地
域
の
お
祭
り
の
よ

う
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
等
）

ま
た
、
子
育
て
を
終
え
て
余
裕
が
あ

り
、
母
校
の
活
動
を
手
伝
い
た
い
と
い

う
O
B
や
O
G
た
ち
に
助
け
て
も
ら

え
な
い
か
。
い
っ
た
ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

活
動
の
意
義
や
目
的
、
方
法
を
改
め
て

考
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
か
。日

頃
の
悩
み

役
員
の
選
出
方
法
、
各
会
員
へ
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
、
非
会
員
の
増
加
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
と
い
う
気
持
ち
は
す
べ

て
の
親
が
持
っ
て
い
る
。

（
結
び
）

こ
こ
で
ご
紹
介
で
き
る
の
は
ご
く
一

部
で
す
が
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
り
、
非
常
に
学
び
の
多
い
情
報
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
と

多
様
化
が
進
む
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
様
々
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
の
た
め

に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
、
行
政
や
教

職
員
、
P
T
A
や
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
衆
知
を
集
め
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
良
い
方
法
を
模
索
し
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
令
和
５
年
新
年
情
報
交
換
会

（
H

ighly Sensitive Child） 
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市P連バレーボール大会市P連バレーボール大会

2位

優勝
新宿小学校

千城台南中学校 3位 誉田中学校 敢闘賞 千草台小学校
　
令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）、
東
金
ア
リ
ー
ナ
に

て
第
43
回
千
葉
市
P
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
区
の
予
選
を
勝
ち

上
が
っ
た
学
校
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
開
会
式
は
千
葉
市
Ｐ
連
の

三
谷
会
長
か
ら
の
挨
拶
、
千

葉
市
教
育
委
員
会
の
土
肥
様

か
ら
の
ご
挨
拶
、
前
回
優
勝

校
の
松
ヶ
丘
中
学
校
か
ら
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
返
還
と
続

き
、
誉
田
中
学
校
に
よ
る
選

手
宣
誓
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
選
手
宣
誓
は
、
ユ
ー
モ

ア
で
会
場
を
盛
り
上
げ
な
が

ら
も
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
に
の
っ
と
り
、
正
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
！
で
も

全
力
で
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
！
」
と
い
う
力
強
い

宣
言
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
今
大
会
へ

の
強
い
想
い
が
会
場
の
人
々
に
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
予
選
リ
ー
グ
は
２
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
各
コ
ー
ト

総
当
た
り
で
の
試
合
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
区

上
位
校
に
よ
る
熱
い
予
選
リ
ー
グ
の
結
果
、
新
宿
小

学
校
（
第
１
コ
ー
ト
１
位
）、
千
城
台
南
中
学
校
（
第

２
コ
ー
ト
１
位
）、
誉
田
中
学
校
（
第
１
コ
ー
ト
２

位
）、
千
草
台
小
学
校
（
第
２
コ
ー
ト
２
位
）
の
４

校
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
各
校
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
ラ
リ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
進

一
退
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で

は
各
コ
ー
ト
を
１
位
で
通
過
し
た
新
宿
小
学
校
と
千

城
台
南
中
学
校
の
直
接
対
決
が
お
こ
な
わ
れ
、
激
闘

の
結
果
、
第
43
回
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
優
勝
校
は
中
央
区
の
新
宿
小
学

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
大
会
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
練
習
の
制
限
や
メ
ン
バ
ー
募
集
も
難
し
い
状
況
の

学
校
も
あ
る
な
か
、
各
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
の

熱
い
気
持
ち
が
ぶ
つ
か
る
感
動
的
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
試
合
中
は
ど
の
チ
ー
ム
も
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
仲
間
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
部
員
だ
け
で
な
く
、
応
援
に
来
て
い
た

だ
い
た
仲
間
の
声
援
も
あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

　
今
後
も
市
Ｐ
連
で
は
、
皆
様
の
情
熱
や
ご
期
待
に

お
答
え
で
き
る
よ
う
、
状
況
に
対
応
す
る
形
で
開
催

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
　
ご
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
各
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

千
草
台
小

千
城
台
南
中

誉
田
中

新
宿
小

敢
闘
賞

優
　
勝

第
２
位

第
3
位

◆
各
区
か
ら
の
代
表
チ
ー
ム

　花
見
川
区

　
　花
園
中
学
校

　
　花
見
川
中
学
校

　稲
毛
区

　
　千
草
台
小
学
校

　
　轟
町
中
学
校

　中
央
区

　
　新
宿
小
学
校

　
　松
ケ
丘
中
学
校

　若
葉
区

　
　大
宮
中
学
校

　
　千
城
台
南
中
学
校
　

　緑
区

　
　土
気
中
学
校

　
　誉
田
中
学
校

第43回
決勝

トーナメント

選手宣誓選手宣誓
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＊　稲毛区 P 連会長　井口　万里子　＊

＊　美浜区 P 連会長　根岸　里佳　＊ ＊　緑区 P 連会長　早井　大輔　＊ ＊　花見川区 P 連会長　石川　譲司　＊

区 P 連  この１年を振り返って

＊　中央区 P 連会長　萩原　利彦　＊ ＊　若葉区 P 連会長　佐々木　智久　＊
　

今
年
度
、
若
葉
区
P

の
当
番
校
と
し
て
、
若
葉

区
内
の
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
の
方
と
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学

校
ご
と
に
色
々
な
事
情
や

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
学
校
単
位
で
は
解

決
す
る
こ
と
が
難
し
い
問

題
も
、
理
事
会
で
は
他
校

と
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
理
事
会
が
貴
重

な
問
題
解
決
の
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

自
粛
さ
れ
て
き
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
も
、
再
開
に
伴
い

様
々
な
問
題
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
各
校

の
役
員
の
皆
様
に
は
理
事

会
を
問
題
解
決
の
場
と
し

て
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市

P
及
び
区
P
の
役
員
の

皆
様
１
年
間
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
続

い
て
い
る
中
、
３
年
振
り

の
P
T
A
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
や
市
P
連
創
立

70
周
年
記
念
式
典
な
ど
大

き
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大

会
運
営
は
大
変
な
も
の
で

し
た
。
開
催
の
中
止
延
期

の
判
断
や
感
染
対
策
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
思

考
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
で
も
無
事
に

開
催
し
大
成
功
で
き
た
の

は
、
お
手
伝
い
を
し
て

頂
い
た
P
T
A
会
員
や

役
員
、
P
T
A
O
B
、
他

校
の
P
T
A
な
ど
様
々

な
方
の
ご
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

P
T
A
活
動
を
通
し
て

「
人
と
の
繋
が
り
」「
助
け

合
い
」「
集
ま
っ
て
楽
し

む
」
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
た
一
年
間
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
緑
区
P

連
の
会
長
と
い
う
大
き

な
役
割
を
担
い
、
行
動

制
限
が
緩
和
さ
れ
る

中
、
各
行
事
を
ど
の
よ

う
な
方
法
で
実
施
で
き

る
の
か
と
不
安
だ
ら
け

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
加
盟

校
の
各
会
長
さ
ん
や
区

P
連
事
務
局
の
ご
協
力

も
あ
り
、
規
模
を
縮
小

し
て
で
す
が
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
や
ふ
る
さ

と
祭
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
無
事
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
に
向
け
た

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

せ
た
事
に
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
の
活
動

を
通
じ
て
、
準
備
す
る

事
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
て
、
来

年
度
は
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
１
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
1
年

前
、
市
P
連
や
区
P

連
の
存
在
も
知
ら
な

か
っ
た
私
で
す
が
、
市

P
連
会
長
さ
ん
や
事
務

局
長
さ
ん
が
学
校
に
出

向
き
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
少

し
ず
つ
理
解
し
見
聞
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
市
P
連

創
立
70
周
年
記
念
と
い

う
こ
と
で
懇
親
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
歴
代

O
B
の
方
々
や
各
区
の

皆
さ
ま
と
楽
し
く
交
流

を
持
て
た
こ
と
も
大
変

嬉
し
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
次
年
度
の
市
P
連

の
更
な
る
発
展
を
期
待
、

祈
願
し
ま
し
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

1
年
間
お
世
話
に
な

り
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ほ
と

ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
り
、
P
T
A
の

連
携
も
薄
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
中
央
区
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
21
校
も

の
小
中
学
校
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
先

の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な

状
態
に
戻
す
た
め
に
、
少

し
ず
つ
で
も
イ
ベ
ン
ト

を
催
せ
る
よ
う
に
な
る

と
、
P
T
A
の
連
携
も

深
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
子
ど
も
達

は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
が
よ
り

過
ご
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

一
年
間
区
P
連
活
動

に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
脱
却
と
い
う

ム
ー
ド
の
中
、
稲
毛
区

P
連
で
も
3
年
ぶ
り
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の

保
護
者
の
皆
様
、
先
生

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

真
剣
勝
負
を
通
じ
て
交

流
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
は
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
単
位
P
T
A
の
改

革
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
と
い
う
事
例
を
多
数

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
ま

し
て
、
稲
毛
区
P
連
に

お
い
て
も
、
職
務
内
容

の
簡
素
化
を
検
討
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
区
P
連
が
よ

り
身
近
で
わ
か
り
や
す

い
組
織
と
な
り
、
単
位

P
T
A
の
皆
様
と
市
P

連
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。



第 82 号 （ 6 ）

　

今
回
の
82
号
よ
り
令
和
４
年
度
広
報
委
員
が
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
千
葉
市
Ｐ
連
が
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

し
て
３
年
ぶ
り
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
な
ど
、w

ith

コ

ロ
ナ
の
中
、
新
た
な
段
階
へ
と
前
進
す
る
兆
し
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
転
機
の
年
に
つ
い
て
、
皆
様
に
少
し
で
も
お
伝
え
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

本
紙
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
委
員
５
名
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
22
日
（
火
）、
市

Ｐ
連
の
三
谷
会
長
が
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と

学
び
を
支
援
す
る
教
育
関

係
団
体
千
葉
市
連
絡
会
14

団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
市
役
所
を
訪
問

し
、
神
谷
俊
一
市
長
に
教

育
予
算
拡
充
を
要
望
す
る

署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

署
名
は
、
９
月
に
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
お
願
い

し
、
市
Ｐ
連
事
務
局
で
集
約
し
た
も
の
で
す
。

三
谷
会
長
か
ら
市
長
へ
、
日
頃
か
ら
市
Ｐ
連
の
活
動
に
深

い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
と
と
も
に
、
更
な
る
教

育
環
境
整
備
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
に
要
望
し
た
主
な
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

・
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
伴
う
人
的
・
物
的
な
環
境
整
備

・
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う
外
部
指
導
員
の
増
置

・
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の

人
的
配
置
の
拡
充　

等

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
が
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
署
名
が
大
き
な
力

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
上
で
よ
り
良
い
環
境
が
作
ら

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
市
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。「
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
」で
検
索
を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、

上
記
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
い
た
だ

く
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
、
ご
覧
に
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
充
実
で
き
る
よ
う

に
、
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
し
、
お

役
に
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
も
徐
々
に
増
や

し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
市
Ｐ

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
部
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
お

役
立
ち
集
」
の
中
に
あ
り
ま
す
「
現
場

で
役
立
つ
Ｆ
Ａ
Ｑ
集
」
で
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
現
場
で
お
困

り
に
な
っ
て
い
る
具
体
的
な
事
例
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
わ
か

り
や
す
い
動
画
に
し
て
お
答
え
し
た
も

の
で
、
現
在
６
本
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ

れ
て
い
ま
す
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
ネ
ッ
ト
回
線

も
て
る
の
？
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
っ
て
ど
う

集
め
て
る
の
？
」」
な
ど
、
身
近
に
あ
る

問
題
ば
か
り
集
め
て
い
ま
す
の
で
、き
っ

と
ご
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
右
側
の
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
記

事
」
に
あ
り
ま
す
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
な
～

に
？
」
で
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
新
入
生
保
護

者
説
明
会
や
就
学
時
検
診
の
待
ち
時

間
、
新
役
員
の
研
修
な
ど
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
紹
介
す
る
際
に
、
ご
活
用
で
き
る
よ

う
に
作
成
し
た
動
画
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
割
や
メ
リ
ッ
ト
、
活
動
内
容
、
会
費

の
使
わ
れ
方
な
ど
を
７
分
に
ま
と
め
て

あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
各
学
校
に

配
布
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
安
全
互
助
会
や
子
ど

も
総
合
保
障
制
度
の
し
く
み
を
説
明
し

た
ペ
ー
ジ
や
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
、
保
険
関
係
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
Ｐ
連
の
開
催
行
事
を
ご
報

告
す
る
記
事
や
他
県
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
へ
の
リ
ン
ク
な
ど
も
増
や
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

11
月
18
日
（
金
）、都
内
ホ
テ
ル
に
て
、

令
和
４
年
度
の
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
に
よ
る
年
次
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。
千
葉
市
か
ら
は
、
新
た
な
視
点
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
と
ら
え
直
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
千
葉
市

立
桜
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
会
長
表
彰

（
団
体
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
長
年
の
功

績
に
よ
り
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰

（
個
人
）
を
髙
嶋
輝
生
さ
ん
（
前
市
Ｐ

連
副
会
長
）、
西
川
由
起
子
さ
ん
（
花

園
小
・
前
市
Ｐ
連
副
会
長
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

（
以
下
敬
称
略
）

・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
（
団
体
）

千
葉
市
立
桜
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
（
個
人
）

　

髙
嶋　

輝
生

　

西
川　

由
起
子

12
月
３
日
（
土
）、
千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
４

年
度
千
葉
市
社
会
教
育
功
労
者
顕
彰
授

与
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
Ｐ
連
か

ら
は
、長
年
に
わ
た
り
地
域
と
連
携
し
、

校
内
外
に
お
い
て
広
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

推
進
し
、
青
少
年
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
で
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

（
以
下
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

居
川　

恵
子　
　

  （
星
久
喜
小
）

　

石
井　

祐
路　
　

  （
花
見
川
中
）

　

尾
座
元　

美
枝
子
（
登
戸
小
）

　

亀
石　

友
美　
　

  （
花
見
川
中
）

　

靜
谷　

知
美　
　

  （
源
小
）

　

能
勢　

康
章　
　

  （
横
戸
小
）

　

渡
邊　

輝
子　
　

  （
生
浜
中
）

　

桑
原　

瞳　
　
　

  （
松
ケ
丘
中
）

現
場
で
役
立
つ
Ｆ
Ａ
Ｑ
集

Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
な
～
に
？
」

そ
の
他

各学校のＰＴＡ活動を応援しています
市Ｐ連ホームページをご活用ください

http://chiba-city-pta.jp/

令
和
４
年
度
表
彰　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
４
年
度
表
彰　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

  

年
次
表
彰

  

千
葉
市
社
会
教
育
功
労
者
顕
彰

  

神
谷
市
長
へ
教
育
予
算
拡
充
を
要
望

　  

～
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
未
来
の
た
め
に
～


